
令和元年度「地域とともにある学校づくり」推進協議会
場所：竹田市総合文化ホール「グランツたけた」

大分県教育委員会では、将来の地域を担う子どもを社会全体で育むため、コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）の普及推進を図り、地域の
教育力を結集した「地域とともにある学校づくり」を推進しています。
１月１５日（水）、竹田市総合文化ホール「グランツたけた」において、標記協議会が開催されました。県下各地から243名という多くの方の参加があり、
学校運営協議会委員や地域の方々の参加も多数ありました。 『コミュニティ・スクールの進展』は、来年度より始まる「芯の通った学校組織」第3ステージ
においても重点項目のひとつとなっています。県下各地での今後の取組において参考となるものになりました。
管内からは、竹田市立菅生小学校 吉岡 次郎 校長が、菅生小学校区における「学校・家庭・地域との連携の実際」について実践発表を行いました。

竹田市立菅生小学校
校長 吉岡 次郎 氏

講演 「子供が育つコミュニティ・スクール
～『共育基盤づくり』から『協働のまちづくり』～

講師 福岡県春日市教育委員会
教育長 山本 直俊 氏

佐伯市立彦陽中学校
校長 古谷 俊之 氏

県教育庁社会教育課
指導主事 栗本 寛 氏

実践発表後に、
「まとめ」として、
山本 直俊 教育長
に助言をしていた
だきました。


